
令和５年度 情報処理科「簿記」シラバス 

単位数 ４単位 学科・学年・学級 情報処理 科 １年C組 

教科書 新簿記（実教出版） 副教材等 最新段階式 簿記検定問題集３級 

 

１ 学習の到達目標 

 商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，取引の記録と財務諸表の作成に必要な資質・能力 

を次のとおり育成することを目指す。 

(1)簿記について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。 

(2)取引の記録と財務諸表の作成の方法の妥当性と課題を見いだし，ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に 

対応する力を養う。 

(3)企業会計に関する法規と基準を適切に適用する力の向上を目指して自ら学び，適正な取引の記録と財務諸表の作成に主体的かつ協働 

的に取り組む態度を養う。 

 

２ 学習の計画 

月 単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等 

４ 

 

５ 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

第１編 簿記の基礎 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２編 取引の記帳

（その１） 

 

第１章 簿記の基礎 

 

 

 

 

第２章 資産・負債・純資産と貸

借対照表 

第３章 収益・費用と損益計算書 

 

第４章 取引と勘定 

 

第５章 仕訳と転記 

 

第６章 仕訳帳と総勘定元帳 

 

第７章 試算表 

 

 

中間考査 

第８章 精算表 

 

第９章 決算 

 

 

 

 

第10章 現金・預金などの取引 

 

 

期末考査 

・簿記の意味・目的を明らかにして，記帳

の重要性を理解する。 

・簿記の種類，前提条件など簿記のアウト

ラインを理解し，簿記の学習の心がまえを

養う。 

・資産・負債・純資産（資本）の意味を明

らかにし，これらの相互関係を理解する。 

・収益・費用の意味を明らかにし，純損益

を計算する方法（損益法）を理解する。 

・取引により，資産・負債・資本が増減す

ることを理解する。 

・仕訳の意味を明らかにし，各種の取引の

仕訳ができる。 

・仕訳帳の形式・記入法を理解し，記帳す

ることができる。 

・試算表の役割・種類・それぞれの特徴な

どを明らかにし，その作り方を学習する。 

 

 

・精算表の役割を明らかにして，その作り

方を学習する。 

・決算の意味・必要性・重要性について理

解する。 

・決算手続き全体の流れを理解し，その記

帳ができる。（英米式決算法） 

・現金に関する記帳方法と現金出納帳の記

帳方法について理解する。 

・現金過不足の処理法を理解する。 

 

 

簿記の基礎について

理解できたか。定期考

査、小テスト、観察や

学習の振り返りで確

認する。 

 

 

 

 

簿記の取引や記帳に

ついて理解できたか。

定期考査、小テスト、

観察や学習の振り返

りで確認する。 

 

 

 

 

考査得点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考査得点 

９ 

 

 

１０ 

 

 

１１ 

 

１２ 

第２編 取引の記帳

（その１） 

 

 

 

 

 

 

第３編 決算（その

１） 

 

第11章 商品売買の取引 

 

 

 

 

第12章 掛け取引 

 

 

第13章 手形の取引 

第14章 その他の債権・債務の取

引 

 

 

中間考査 

・分記法の復習から 3 分法による商品売買

の記帳方法を理解する。 

・仕入帳・売上帳・商品有高帳の役割と記

帳方法を明らかにし，その記帳ができる。 

・掛け取引の意味を明らかにし，売掛金勘

定と買掛金勘定の記帳方法を理解する。 

・人名勘定の意味を理解する。 

・手形の種類を理解する。 

・売掛金・買掛金・受取手形・支払手形以

外の各種の債権・債務について，その記帳

方法や違いなどを理解する。 

 

 

 

簿記の３文法につい

て理解できたか。定期

考査、小テスト、観察

や学習の振り返りで

確認する。 

 

 

 

簿記の決算について

理解できたか。定期考

査、小テスト、観察や

学習の振り返りで確

認する。 

考査得点 



第15章 固定資産の取引 

 

 

第16章 個人企業の資本の取引 

 

第 17 章 販売費と一般管理費，

税金の取引 

 

 

第18章 決算整理（その１） 

 

 

 

 

第19章 ８桁精算表 

 

第20章 帳簿決算 

 

 

 

 

期末考査 

・固定資産の意味と種類を明らかにし，固

定資産に関する記帳方法を理解する。 

 

・個人企業における資本の元入れ，引き出

しなどの記帳方法を理解する。 

・販売費及び一般管理費の意味と記帳方法

を理解する。 

・個人企業に課せられる税金と消費税の記

帳方法を理解する。 

・決算整理の意味とその必要性を理解する。 

・3 分法による商品売買に関する勘定の整

理，貸し倒れの見積もり，減価償却の処理

法を理解し，その記帳ができる。 

・8桁精算表の意味を理解し，その作成がで

きる。 

・帳簿決算の意味とその必要性を理解する。 

・総勘定元帳の締め切りと，繰越試算表・

貸借対照表・損益計算書の作成ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考査得点 

１ 

 

２ 

 

３ 

第４編 会計帳簿と

帳簿組織 

第５編 取引の記帳

（その２） 

 

第22章 伝票の利用 

 

第24章 特殊な手形の取引 

 

 

 

 

第25章 有価証券の取引 

 

 

第26章 本支店会計 

 

期末考査 

・3伝票を用いた場合の起票や集計方法のル

ールを理解する。 

・手形の裏書譲渡・割引・書き換え・不渡

りの意味を理解し，その記帳方法を身に付

ける。 

・営業外受取手形と営業外支払手形の意味

を理解し，その記帳方法を身に付ける。 

・有価証券の意味と計算のしかた，買い入

れたとき，売却したときの記帳方法を理解

する。 

・支店会計の独立の意味を理解する。 

 

簿記の３伝票や手形、

本支店について理解

できたか。定期考査、

小テスト、観察や学習

の振り返りで確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

考査得点 

 

３ 評価の観点 

知識・技能 
簿記に関する基礎的・基本的な知識を身につけ、その仕組みについて学習するとともに、適正な会計処理を行う

技術を身につけている。 

思考・判断・表現 
適正な会計処理を行うことを目指して思考を深め、基礎的・基本的な知識と技術をもとに、ビジネスの諸活動に

携わるものとして、適切に判断し、表現する創造的な能力を身につけている。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

簿記について関心を持ち、適正な会計処理を行うことをめざして主体的に取り組むみ、会計処理を行う実践的な

態度を身につけている。 

 

４ 評価の方法 

 

「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点から評価規準に従い，総合的に評価する。 

 

 

５ 担当者からのメッセージ 

 

授業を大切にすること。課題や宿題などの提出物は期日を守り提出すること。 

 

 


